
1

タ

イ

ト

ル

：

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」3
3

登

場

人

物

剛

田

-

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

鑑

定

し

な

い

剛

田

質

店

の

店

主

。

優

雅

で

品

が

あ

り

す

ぎ

る

振

る

舞

い

が

特

徴

。

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

が

口

癖

。

白

金

-

剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。

常

識

的

で

神

経

質

、

剛

田

の

テ

ン

シ

ョ

ン

に

振

り

回

さ

れ

る

。

来

店

客

A
-

オ

パ

ー

ル

製

の

イ

ン

ス

タ

ン

ト

カ

メ

ラ

を

持

ち

込

む

客

。

祖

父

が

遺

し

た

品

に

深

い

思

い

出

を

持

つ

。

来

店

客

B
-

別

の

お

宝

を

持

ち

込

む

が

、

剛

田

に

断

ら

れ

る

客

。

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

-

シ

ー

ン

間

や

説

明

を

補

足

す

る

役

割

。



2

第

一

幕

シ

ー

ン

1

：

剛

田

質

店

の

朝

（

剛

田

質

店

の

店

内

。

棚

に

は

絢

爛

豪

華

な

品

々

が

並

ん

で

い

る

。

剛

田

が

ゆ

っ

く

り

と

店

内

を

歩

き

な

が

ら

モ

ッ

ト

ー

を

語

る

。

）

剛

田

（

優

雅

に

）

：

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

た

る

も

の

優

雅

た

れ…

。
こ

の

剛

田

質

店

に

並

ぶ

も

の

は

、

た

だ

の

品

物

で

は

な

い

。

魂

が

宿

る

、

輝

き

そ



3

の

も

の

だ…

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

（

ポ

ー

ズ

を

決

め

る

）

白

金

（

た

め

息

）

：

「

店

主

、

朝

か

ら

テ

ン

シ

ョ

ン

高

す

ぎ

ま

せ

ん

か

？

お

客

さ

ん

が

引

き

ま

す

よ

。

」

剛

田

：

「

引

く

？

白

金

く

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

と

い

う

も

の

は

万

人

に

理

解

さ

れ

る

も

の

で

は

な

い

の

だ

よ

。

高

み

を

目

指

す

者

の

み

が

、

そ

の

価

値

を

知

る

！

」

白

金

（

ぼ

そ

り

）

：

「

そ

の

高

み

、

つ

い

て

い

く

の

が

大

変

な

ん

で

す

け

ど

ね…

。

」

（

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

が

入

り

、

剛

田

質

店

の

日

常

を

説

明

す

る

。

）

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

こ

こ

は

剛

田

質

店

。

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

鑑

定

し

な

い

店

主

・
剛

田

と

、

常

識

人

の

白

金

が

営

む

店

。

今

日

も

奇

妙

な

お

宝

が

舞

い

込

ん

で

く

る

の

で

あ

っ

た…

。
」



4

シ

ー

ン

2

：

来

店

客

A

の

登

場

（

店

の

ベ

ル

が

鳴

る

。
来

店

客

A

が

緊

張

し

た

様

子

で

入

っ

て

く

る

。

）

来

店

客

A

：

「

あ

の

、

こ

れ…

鑑

定

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

？

」

（

カ

ウ

ン

タ

ー

に

オ

パ

ー

ル

で

で

き

た

イ

ン

ス

タ

ン

ト

カ

メ

ラ

を

置

く

。

キ

ラ

キ

ラ

と

輝

い

て

い

る

。

）



5

剛

田

（

目

を

輝

か

せ

て

）

：

「

う

お

お…

こ

れ

は

！…

う…

う…

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

（

ポ

ー

ズ

を

決

め

る

）

白

金

：

「

ま

た

始

ま

っ

た…

。

」

剛

田

（

真

剣

な

顔

で

カ

メ

ラ

を

持

ち

上

げ

）

：

「

こ

の

光

沢

、

こ

の

輝

き…
。

オ

パ

ー

ル

製

の

イ

ン

ス

タ

ン

ト

カ

メ

ラ

だ

と

！

？

い

か

に

も

時

代

を

超

越

し

た

一

品…

！

だ

が…
こ

れ

は

た

だ

の

カ

メ

ラ

で

は

な

い

な

？

」

来

店

客

A

（

少

し

戸

惑

い

な

が

ら

）

：

「

じ

、

実

は

祖

父

が

遺

し

た

も

の

な

ん

で

す

が

、

彼

は

宝

石

細

工

師

で…

こ

れ

が

最

後

の

作

品

だ

っ

た

ん

で

す

。

」

白

金

：

「

な

る

ほ

ど…

。

店

主

、

本

当

に

買

い

取

る

つ

も

り

で

す

か

？

た

だ

の

カ

メ

ラ

で

す

よ

？

」



6

剛

田

：

「

た

だ

の

カ

メ

ラ

？

白

金

く

ん

、

こ

れ

を

た

だ

の

カ

メ

ラ

と

呼

ぶ

と

は…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

感

性

が

足

り

な

い

！

」

第

二

幕

シ

ー

ン

3

：

鑑

定

（

剛

田

が

カ

メ

ラ

を

鑑

定

し

始

め

る

。

動

作

が

い

ち

い

ち

優

雅

で

大

げ

さ

。

）
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剛

田
（

慎

重

に

カ

メ

ラ

を

構

え

な

が

ら

）
：
「

ま

ず

、

シ

ャ

ッ

タ

ー

音

か

ら

だ…

。

こ

の

カ

メ

ラ

に

宿

る

魂

、

そ

の

音

色

に

込

め

ら

れ

た

真

髄

を

確

か

め

る

！

」

（

カ

メ

ラ

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

押

す

。

響

き

渡

る

音

は

、

た

だ

の

カ

メ

ラ

の

音

で

は

な

く

、

美

し

い

鐘

の

音

の

よ

う

だ

。

）

剛

田

（

感

動

し

、

両

手

を

大

き

く

広

げ

る

）

：

「

聞

け

！

こ

の

音

色

！

ま

る

で

天

上

の

旋

律

が

舞

い

降

り

た

か

の

よ

う

だ…

！

こ

の

一

瞬

に

こ

そ

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

が

宿

る

の

だ

！

」

白

金

（

耳

を

傾

け

つ

つ

）

：

「

え

、

た

だ

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

音

に

し

か

聞

こ

え

ま

せ

ん

が…

？

」

剛

田
（

突

然

鋭

く

振

り

返

り

）
：
「

白

金

く

ん

！

そ

の

耳

に

宿

る

感

性

を

研

ぎ

澄

ま

せ

た

ま

え

！

こ

の

音

は

単

な

る

機

械

音

で

は

な

い

。

ま

さ

に

芸

術

だ

！

」
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来

店

客

A

（

少

し

圧

倒

さ

れ

つ

つ

）
：
「

あ

の

、

そ

こ

ま

で

大

げ

さ

に

言

わ

れ

る

と…

な

ん

だ

か

恐

縮

し

ち

ゃ

い

ま

す…

。

」

（

剛

田

が

カ

メ

ラ

を

再

び

構

え

、

今

度

は

店

内

の

商

品

棚

に

向

か

っ

て

写

真

を

撮

る

。

写

真

が

現

れ

る

と

、

棚

の

品

々

が

異

常

に

豪

華

に

輝

い

て

見

え

る

。

）

白

金
（

写

真

を

覗

き

込

み

、
驚

愕

す

る

）
：
「

な

、

な

ん

だ

こ

れ

！

？

実

物

よ

り

何

倍

も

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

写

っ

て

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

こ

の

カ

メ

ラ

、

本

当

に

普

通

じ

ゃ

な

い

！

」

剛

田
（

写

真

を

掲

げ

な

が

ら

熱

弁

す

る

）
：
「

こ

れ

が

オ

パ

ー

ル

の

力

！

希

望

と

純

真

の

象

徴

で

あ

る

オ

パ

ー

ル

が

、

こ

の

カ

メ

ラ

に

未

来

の

光

を

宿

し

て

い

る

の

だ

！

」

白

金

（

呆

然

と

し

な

が

ら

）

：

「

ま

さ

か

、

写

真

で

こ

こ

ま

で

変

わ

る

な

ん

て…

。

こ

れ

、

詐

欺

的

な

使

い

方

と

か

さ

れ

な

い

で

す

よ

ね

？

」



9

剛

田

（

厳

か

に

頷

き

）

：

「

違

う

！

こ

れ

は

心

を

豊

か

に

す

る

道

具

だ

！

見

る

者

の

魂

を

輝

か

せ

、

持

つ

者

の

人

生

を

も

変

え

る…

！

こ

れ

ぞ

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

来

店

客

A

（

涙

ぐ

み

な

が

ら

）

：

「

祖

父

が

そ

ん

な

想

い

で

作

っ

た

も

の

だ

な

ん

て…

。

こ

れ

を

理

解

し

て

く

だ

さ

る

方

が

い

て

、

本

当

に

嬉

し

い

で

す

！

」

（

剛

田

が

真

剣

な

表

情

で

カ

メ

ラ

を

置

き

、

両

手

を

胸

に

当

て

る

。

）

剛

田

：

「

我

が

剛

田

質

店

は

、

こ

の

品

を

心

か

ら

歓

迎

す

る

！

だ

が

、

そ

の

前

に

、

価

格

を

決

め

ね

ば

な

ら

ぬ…

！

」



10

シ

ー

ン

4

：

価

格

交

渉

剛

田

（

厳

粛

に

）

：

「

さ

て

、

こ

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

を

我

が

店

に

迎

え

入

れ

る

に

は

、

そ

れ

相

応

の

代

価

が

必

要

だ

。

」

来

店

客

A

（

緊

張

し

て

）

：

「

い

、

い

く

ら

で

買

い

取

っ

て

い

た

だ

け

ま

す

か

？

」

剛

田

：
「

こ

の

品

の

価

値

は…

プ

ラ

イ

ス

レ

ス

！

だ

が

、
現

実

世

界

で

は…

う

ー

ん

、200

万

だ

！
」
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白

金

（

驚

い

て

）

：

「200

万

！

？

店

主

、

そ

ん

な

に

出

し

て

大

丈

夫

で

す

か

！

？

」

剛

田

：

「

白

金

く

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

値

段

は

な

い

の

だ

よ

。

こ

れ

も

ま

た

、

我

が

店

の

未

来

へ

の

投

資

だ

！

」

来

店

客

A

（

感

激

し

て

涙

ぐ

み

な

が

ら

）
：「

ほ

、

本

当

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」

（

取

引

が

成

立

し

、

来

店

客

A

が

去

る

。

）
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第

三

幕

シ

ー

ン
5

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

カ

メ

ラ

が

店

の

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

に

飾

ら

れ

て

い

る

。
剛

田

が

自

撮

り

を

繰

り

返

し

て

い

る

。
）

剛

田

：

「

見

よ

、

こ

の

輝

き

！

そ

し

て

、

こ

の

私

！
あ

あ

、
な

ん

て

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

ん

だ

！
」
（

剛

田

が

ポ

ー

ズ

を

決

め

る

。

）

白

金

（

つ

い

に

怒

り

爆

発

）

：

「

店

主

！

い

い

加

減

に

し

て

く

だ

さ

い

！

自

撮

り

ば

か

り

し

て

た

ら

、

他

の

品

物

の

手

入

れ

が

疎

か

に

な

り

ま

す

よ

！

」

剛

田

（

し

ゅ

ん

と

し

つ

つ

）

：

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

追

求

が

過

ぎ

た

か…

。

」

白

金

（

た

め

息

）

：

「

ま

っ

た

く…

。

で

も

、

ま

あ

店

主

ら

し

い

で

す

け

ど

ね

。

」
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（

店

内

が

明

る

い

光

に

包

ま

れ

、

幕

が

下

り

る

。

）

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

こ

う

し

て

、

剛

田

質

店

に

は

今

日

も

新

た

な

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

が

生

ま

れ

続

け

る

の

で

あ

っ

た…
。

」

第

一

幕

：

導

入

（

約

2
0

分

）

1.シ

ー

ン

1

：

剛

田

質

店

の

朝

（

約

5

分

）

2.1.

剛

田

と

白

金

の

掛

け

合

い

。

剛

田

質

店

の

理

念

や

雰

囲

気

を

視

聴

者

に

提

示

。
剛

田

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

っ

ぷ

り

を

強

調

。

2.

店

の

豪

華

な

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

や

二

人

の

性

格

を

描

写

。

3.
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シ

ー

ン

2

：

来

店

客

A

の

登

場

（

約

10

分

）
4.1.

来

店

客A

が

オ

パ

ー

ル

製

の

カ

メ

ラ

を

持

ち

込

み

、
剛

田

が

鑑

定

に

興

味

を

示

す

。

2.

客

の

背

景

（

祖

父

の

遺

品

で

あ

る

こ

と

）
と

剛

田

の

第

一

印

象

を

細

か

く

描

写

。

3.

剛

田

の

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

増

や

し

て

テ

ン

ポ

ア

ッ

プ

。

5.シ

ー

ン

3

：

鑑

定

（

約

5

分

）

6.1.

剛

田

が

カ

メ

ラ

を

操

作

し

、

そ

の

特

性

（

写

真

が

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

に

映

る

な

ど

）
を

発

見

。

2.

オ

パ

ー

ル

の

石

言

葉

を

熱

弁

し

、

剛

田

の

哲

学

的

な

一

面

を

強

調

。
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第

二

幕

：

物

語

の

展

開

（

約

3
5

分

）

1.シ

ー

ン

4

：
価

格

交

渉

と

来

店

客

B

の

登

場

（

約

15

分

）

2.
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1.

来

店

客

A

と

の

交

渉

で

剛

田

が

2
0
0

万

円

を

提

示

。
白

金

が

驚

愕

し

つ

つ

も

納

得

す

る

流

れ

。

2.
同

時

に

、

別

の

お

客

（

来

店

客

B

）

が

入

店

し

、
剛

田

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

基

準

に

よ

り

品

物

を

断

ら

れ

る

コ

ミ

カ

ル

な

エ

ピ

ソ

ー

ド

を

追

加

。

3.シ

ー

ン

5

：

実

演

（

約

10

分

）

4.1.

剛

田

が

カ

メ

ラ

の

魅

力

を

さ

ら

に

ア

ピ

ー

ル

す

る

た

め

、
白

金

や

来

店

客

を

巻

き

込

ん

で

写

真

を

撮

る

シ

ー

ン

。

2.

写

真

に

映

っ

た

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

効

果

に

皆

が

驚

き

、
剛

田

の

テ

ン

シ

ョ

ン

が

さ

ら

に

上

が

る

。

5.
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シ

ー

ン

6

：

剛

田

と

白

金

の

価

値

観

の

対

立

（

約

10

分

）

6.1.

剛

田

の

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

最

優

先

」

の

姿

勢

と

、
白

金

の
「

実

用

性

や

常

識

を

重

視

す

る

」

意

見

が

対

立

。
2.

コ

ミ

カ

ル

に

ぶ

つ

か

り

な

が

ら

も

、

お

互

い

の

価

値

観

を

少

し

ず

つ

理

解

す

る

場

面

を

挿

入

。
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第

三

幕

：

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

と

結

末

（

約

2
5

分

）

1.シ

ー

ン

7

：
来

店

客

A

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

の

締

め

（

約

10

分

）

2.
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1.

来

店

客A

が

剛

田

の

言

葉

や

カ

メ

ラ

の

価

値

に

感

激

し

、
祖

父

の

思

い

出

と

向

き

合

う

。

2.
剛

田

が

「

品

物

の

本

当

の

価

値

」

を

説

き

な

が

ら

、
カ

メ

ラ

を

大

切

に

す

る

よ

う

伝

え

る

。

3.シ

ー

ン

8

：

エ

ピ

ロ

ー

グ

（

約
15

分

）
4.1.

剛

田

が

店

内

で

自

撮

り

を

繰

り

返

し

、

白

金

に

一

喝

さ

れ

る

コ

メ

デ

ィ

タ

ッ

チ

の

締

め

。

2.

シ

ョ

ー

ケ

ー

ス

に

並

ん

だ

カ

メ

ラ

を

見

な

が

ら

、
剛

田

と

白

金

が

未

来

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

を

語

る

。
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